
2025 年度全国科学博物館活動等助成事業 実施内容報告書 

 

課 題 名：なぞ声コウモリの種判定と何のための音声かの解明 

交付番号：２５００７ 

機 関 名：公益財団法人しまね自然と環境財団（島根県立三瓶自然館） 

担 当 者：主任学芸員 安藤誠也 

 

 

１． 事業の概要 

島根県立三瓶自然館（以下、当館）は、1991 年の開館以来、県内の自然に関する調査研

究・普及啓発活動を行っており、哺乳類担当である申請者は県内に生息するコウモリ相の確

認と生態解明を研究テーマとしている。 

島根県内では、季節的（秋～初冬頃）にコウモリ類の発する人間の可聴音域を含む音声が

きかれ、どの種が何の目的で発しているのかは不明であった。これと同じような音声が日本

各地で確認されており、1990 年代より種の特定や音声の利用目的について調査が行われて

きたが未解明となっている。 

近年、超音波録音装置や音声解析ソフトウェア、暗視撮影装置が発展し、明瞭な録音や行

動の録画が可能となった。島根県内ではこの謎の音声を発するコウモリが頻繁に出現し、上

記を解明するのに好適地となっている。現状、国内で確認されているコウモリ類のうち数種

まで絞り込みを行っている。 

本事業ではその精度を向上させ、種の特定や何のための音声であるのかについて、解明の

ための資料を収集した。 

【事業の実施期間】令和 7年 4月～令和 8年 3月 

【事業の実施場所】島根県、岡山県、北海道 

 

 

２．事業の具体的実施内容及び方法 

①音声データの取得と解析 

内容：島根県内においてコウモリ類が発する音声（ソーシャルコールやエコーロケーション

コール）を録音した。現在、これらを音声解析ソフトウェア（BatSound、

KaleidoscopePro）で詳細な解析を行っている。また、音声による種判定は精密に行

う必要があり、近縁種との比較を行い確実にその種と断定できるデータを得る必要

がある。そのための教師データが必要であり、その種が生息している場所においての

音声録音も併せて実施した。現在絞りこんでいる数種のコウモリが確実に生息して

いる場所で個体を目視確認等した上で音声の録音を実施した。録音は岡山県や北海

道でも実施した。 



録音調査(1/3) 

期間：2025 年 7 月 29 日～31日 

場所：岡山県 

環境：都市部および都市近郊の田園地帯 

内容：文献調査において対象種のいる地域を特定し、日中に訪れてねぐらの場所を把握した。

夕刻の出巣時刻から夜間にかけて超音波自動録音機や手持ちの録音機による調査を

行った（図１～図３）。 

結果：対象種の明瞭な音声を録音することが出来た。また、ねぐらからの出巣の様子を暗視

撮影装置によって録画した。 

 

図１：岡山県における調査風景（地点 A） 

(2025 年 7月 30 日) 

 

図２：岡山県における調査風景（地点 B） 

(2025 年 7月 30 日) 

 

図３：岡山県で録音したコウモリ類音声の解析画像（2025 年 7月 29 日の録音データ） 

 

録音調査(2/3) 

期間：2025 年 10 月 20 日～23日 

場所：北海道 

環境：丘陵地、樹林、田園地帯 

内容：文献調査において対象種のいる地域を特定し、日中に訪れてねぐらの場所を把握した。



夕刻の出巣時刻から夜間にかけて超音波自動録音機や手持ちの録音機による調査を

行った（図４～図６）。 

結果：対象種の明瞭な音声を録音することが出来た。 

 

図４：北海道の調査地域概観 

(2025 年 10 月 23 日) 

 

図５：北海道における調査風景 

(2025 年 10 月 21 日) 

 

図６：北海道で録音したコウモリ類音声の解析画像（2025 年 10 月 20 日の録音データ） 

 

録音調査(3/3) 

期間：2025 年 10 月 29 日～2026 年 2 月 27 日 

場所：島根県 

環境：山間部の樹林や草原、公共施設周辺 

内容：コウモリが出現する箇所に超音波自動録音機を三脚で固定しての観測態勢を取った

（荒天時を除く）。期間中延べ 29 日間の録音を行った（図７～図９）。録音機の設定

は毎日、日没と同時に録音を開始し、日の出時刻に終了するものとした。 



 

図７：島根県における調査風景（地点 A） 

(2025 年 11 月 25 日) 

 

図８：島根県における調査風景（地点 B） 

(2026 年 2月 5日) 

 

図９：島根県で録音したコウモリ類音声の解析画像（2025 年 11 月 14 日の録音データ） 

 

 

②暗視撮影装置による行動の録画 

内容：音声を発するコウモリがどのような行動をしているのかについて記録することは種

を特定したり、その音声の利用目的を絞りこんだりするのに重要な情報となってく

る。このため暗視撮影装置によって、飛翔中のコウモリの行動を録画した。現在、こ

の動画と音声データとを併せて詳細に分析中であり、未解明の生態を明らかにでき

る可能性がある。 

期間：2025 年 10 月～2026 年 2月 

場所：島根県 

環境：山間部の樹林や草原、公共施設周辺 

 



③捕獲調査 

内容：過年度より、誘引用の音声をスピーカー    

で再生し、それに誘われてきたコウモ   

リの捕獲を行う取り組みを実施してい 

る。本年度も環境省と島根県より鳥獣捕 

獲許可を受け、捕獲調査を実施した。調 

査中に数回、コウモリが現れたが、捕獲 

器具を閉鎖する前に逃げられ捕獲には至 

らなかった（図 10、図 11）。 

期間：2025 年 11 月～2026 年 12 月   

場所：島根県内 

環境：山間部の樹林や草原、公共施設周辺 

 

図 11：捕獲調査時に逃避した個体の音声解析画像（2025 年 12 月 7 日 19 時代に録音） 

 

 

３．本年度の調査のまとめと今後の展望 

 暗視撮影装置を導入したことにより、これまでは確認することが出来なかった飛翔中の

コウモリを録画し、音声を発しながらどのような行動をしているのかについて詳細に記録

することができた。また、録音した音声の解析、動画や画像の分析によって、この音声を発

するコウモリ類がどの属や種なのかについて、これまでにもまして絞り込むことができた。 

 今後は追加のデータを取得しながら、学術会議での発表や論文の執筆を行った上で、自館

の展示に研究成果を反映させ、コウモリに関する新たな知見を普及・啓発していきたい。 

図 10：音声誘引による捕獲調査風景 

(2025 年 12 月 7 日) 


